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研究要旨：呼吸器分科会で提唱した IgG4 関連呼吸器疾患の診断基準案の中で、IgG4

との鑑別がきわめて重要な疾患がいくつか存在する。本研究では、血清 IgG4>135mg 

/dl があり、画像所見において IgG4 関連呼吸器疾患との鑑別を要した非 IgG4 関連呼

吸器疾患との鑑別点を検索した。 
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Ａ．研究目的 

「IgG4 関連疾患の診断基準並びに治療
指針の確立を目指した研究」班呼吸器分科
会において IgG4 関連呼吸器疾患診断基準
を H26 年度に提唱し、日本呼吸器学会誌
（和文・英文）を通じて公表した。その検
証において、鑑別が重要と考えられる疾患
を中心に、IgG4 関連呼吸器疾患との鑑別
点を追求した。 

 
Ｂ．研究方法 

呼吸器分科会内の施設において収集し
た IgG4 関連呼吸器疾患（IgG4-RRD）66
名と血清 IgG4 135mg/dl 以上でかつ胸部
異常陰影を有する非 IgG4 関連呼吸器疾患
（non-TgG4-RRD）46 例の検討を行った。 

 
（倫理面への配慮） 

本後方視調査については、富山大学倫理

審査委員会における承認を得て行われた。 

 
Ｃ．研究結果 

Non-IgG4-RRD  46 例の最終診断は以
下である：ANCA 関連血管炎 15、好酸
球性肺炎/気管支炎 8、リンパ増殖性疾患
/リンパ腫 7、間質性肺炎 4、サルコイ
ドーシス 2、膠原病関連肺疾患 2、肺炎 
1、肺悪性疾患 7。これらの疾患と
IgG4-RRD を比較検討した結果、血清 IgG4
中央値 IgG4-RRD 874 (IQR 439-1600）  
vs Non-IgG  327(IQR 219-501) mg/dl 
(Wilcoxon rank test P<0.01)、血清 CRP 0.1 
(0.055-0.5) vs  1.23 (0.2-5.26) mg/dl 
(P<0.01) であった。これらの ROC 曲線で
は、IgG4 は cut off 値 614mg/dl で感度 
0.860 特異度 0.662（AUC 0.802 95％CI 
0.719 - 0.885）、CRP は 1.00 で感度 0.587 
特異度 0.879（AUC 0.760 95％CI 0.666 - 
0.854）であった。また血清補体価を検討
したところ、低補体血症（CH50 ＜30）を
認めたのは、IgG4-RRD  44% 、Non-IgG 
5%であり、IgG4-RRD では有意に補体が
低下していた（Fisher exact probability  
P=0.000007）。 
 
Ｄ．考察 
 非 IgG4 関連呼吸器疾患においては、
IgG4 関連呼吸器疾患に比して、有意に血
清 CRP の上昇を認め、血清 IgG4 値は
600mg/dl 以下にとどまる傾向があった。
また低補体血症は稀であった。 
 
Ｅ．結論 
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 IgG4 関連呼吸器疾患と類似疾患との鑑
別には、血清 IgG4＞600 mg/dl、血清 CRP
＜1.0 mg/dl、低補体血症の存在が重要と考
えられた。 
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